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セージをもって歌い出すのだ」。

すでに、さまざまな建築家と企業との関係を論じた

刺激的な研究（『組織的複合体：建築、メディア、企業空間』

2003年）［3］─ゼネラル・モーターズ、IBM、ベル・テレ

フォンのためのサーリネン建築に多くの部分が割かれ

ている─を発表しているラインホルド・マーティンは、

今回、このフィンランド生まれの建築家が革新的な建造

技術および素材にどのように取り組んでいたのかを論

じた。彼の論考は、なにかしら理論的口実が鼻につくも

のの（サーリネンを「ポストモダニズムの先駆者」と見なせるか否

かを決めることはかくも大事なのか？）、素材の選択と扱い方

が鍵を握る作品の設計がいかにして生まれたか、その

経緯を再構成している点において貴重な価値を持つ。

例えば、イリノイ州モリーンのジョン・ディア社屋の設計

では、コルテン鋼を他に先んじて採用したことによって、

（かつて重工業で栄えたものの衰退した北部の）「ラスト（錆）地

帯」の周縁部にあったこの農業機械製作会社のために、

新しい企業イメージを創り出す機能を果たした。

最新の建造技術や構造処理を用いる際の実験的精

神と、新たな素材の倦むことなき探求とが、サーリネ

ンの設計方法の中核をなした。まさに、各プロジェク

トで与えられた課題を徹底的に調査し分析する粘り

強さにおいて、あらゆる建物、少なくとも最も成功した

作品の基礎にあった強烈な構想を構造・技術・形体の

各面から最大の成果に高めてゆく確固とした姿勢に

おいて─この方法論の中こそ、純粋に様式論的な問

題を超えて、サーリネンの仕事の一貫性を見出すこと

ができるのである。

「あらゆるプロジェクトが新たな探求のきっかけだ

った。（中略）これはわれわれのような彼と働いていた

若い設計者にとって驚くべきことだった。なぜなら、あ

らゆるプロジェクトが全く新しい知の冒険となったか

らだ」。シーザー・ペリは、サーリネン事務所のかつて

の同僚（ペリの他に、ケヴィン・ローチ、ハロルド・ロス、ロバー

ト・ヴェンチューリ）が一同に会した円卓会議において、

このように回想している。この会議は、2005年にイェ

ール大学が開催したシンポジウム「エーロ・サーリネ

ン：『アメリカの世紀』の造物主」の一環として開催され

たもので、議論の一部は本書巻末に収録されている。

サーリネンの実験的姿勢は、彼が才能ある技術者

や構造設計家─例えば、セントルイスのアーチやイン

ガルス・ホッケーリンクの構造を発案したフレッド・N・

セヴェルート（1899-1990）─とのやりとりから相互作用

を引き出す力と、さらに、図面作成や完成予想図のレ

ンダリングにまだコンピューターなど使えなかった時

代に複雑な幾何学で構成された作品を設計し、着工

までもっていくことのできる設計事務所を組織する彼

の力量とに照らして理解すべきである。

複数の論者による共著に内在する限界はあるにせ

よ、エーヴァ＝リーサ・ペルコネンとドナルド・アルブレ

ヒトの共同編集によるこの本は、通常の展覧会図録に

求められる役割をはるかに超えて、多くの事実や情報

と、精緻で刺激的な考察を提供するものであり、サー

リネン作品を知りたいと思う者にとって看過できない

参考文献となっている。いずれにせよ、今後の考察は

本書を出発点となすべきであろう。事実、イェール大

学での自己形成の歩み、あるいはヨーロッパ建築史と

の関係など、多くの疑問や問題が未解決のまま残され

ている。これらは、30年代以降サーリネンが頻繁に出

かけた多くの旅の軌跡を辿りつつ慎重に考察される

べきであろうし、とりわけ、彼の教会建築をより深く理

解するために、興味深い省察を巡らす動機となるであ

ろう。特に本書に欠けていると思われるのは、彼の仕

事の「共同制作という性質」の綿密な検証であろう。

協働という問題が一層重要となるのは、複雑に絡み合

った「サーリネン問題」が、技術者と建築家の関係、形

体と構造の関連という文脈において象徴的な役割を

帯びるからにほかならない。それらこそ、1950年代か

ら60年代にかけて、合衆国だけでなくヨーロッパも含

めた建築を巡る状況の結節点をなした問題であった。

［���« ］

1―Antonio Román, Eero Saarinen. An architecture of

multiplicity, Laurence King, London 2002.

2― Jayne Merker, Eero Saarinen, Phaidon Press, London

2005.

3―Reinhold Martin, The Organizational Complex: Architecture,

Media and Corporate Space, MIT Press, Cambridge, Mass. 2003.
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パドヴァ市はミラノからヴェネツィアに向かう手前に位

置する中規模都市で、ガリレオ・ガリレイが教鞭をとっ

たパドヴァ大学（ボローニャ大学の次に古く1222年創立）、ま

たジョットの壁画で有名なスクロヴェーニ礼拝堂のあ

る街である。聖アントーニオ・ディ・パドヴァの聖地で

巡礼者が訪れる街でもある。

去る2007年10月26日、第3回目を迎えるバルバラ・

カッポキン国際建築賞の授賞式が、このパドヴァ市ヴ

ェルディ劇場にてコンサートと共に開催された。この

賞は隔年で開催され、本年度は世界各国より前回の2

倍近い計312の応募作品の中から4つのカテゴリー（公

共建築、住宅建築、商業建築、ランドスケープ）に分かれ審査が

行われた。本年度の審査委員はマリオ・ボッタ、ジャン

カルロ・イウス（UIA副代表）、フルヴィオ・イラーチェ（ミラノ・

トリエンナーレ建築部門ディレクター）ほか、アメリカ、ブラジ

ル、韓国などからの11名により構成され、フィンランド

のマッティ・サナクセンアホ氏の「聖ヘンリー・エキュメ

ニカル礼拝堂」が国際賞グランプリに輝いた。ディテー

ル部門の1位にはファト・リム氏（マレーシア）の「BOHヴィ

ジターセンター」、パドヴァ州部門の1位にはアドルフ

ォ・ザノッティ氏（イタリア）の「カーザルセルゴ市（パドヴァ

県）の小学校」が選出された。2005年度は国際賞グラン

プリの五十嵐淳氏を始め、各部門賞に窪田勝文氏（住

宅建築部門）、栗生明氏（公共建築部門）、山口隆氏（商業建築

部門）と日本建築家勢が多くを占めたが今回日本からの

選出には残念ながら至らなかった。しかしながら選外

佳作として多くの作品が選出されている。［注1］
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